
簡単に

Formative


Summative


Helps teacher decide what to do next





Personal


Creative


Integrated


Develops spontaneity





Review


Takes time


Breaking learning into small chunks


Activities are structured for success


Includes individual/pair activities


Psychologically safe





Builds on what learners know


Requires teaching/modeling


Presents something “new”





Plan activities


Prepare materials





２００８道研セミナーでは、これまで根幹に位置していたＩｎｔａｋｅ


　部分が大きく変わりました。新しい用語で「Ｕｐｔａｋｅ」です。　簡単に書きますと、Ｉｎｔａｋｅ＝getting it  Uptake=using it となります。





これまで　Ｉｎｐｕｔ　と名称で様々な方法で新


言語材料を導入してきましたが、次のステップのgetting it やusing it に繋ぐねらい（表し方の統一）でgiving itとしました。（２００７）





Ｏｕｔｐｕｔという実践的な活動を単元の


最後に位置付けることを推奨していましたが、現行の外国語活動の中では、難しさもあります。そこで、それまでの活動を統合したり、模擬体験をしたりする機会として、Proving it(実証の場)を位置付けました。（２００５）　　





名称が変わりました。（２００６）　当初は、Ｂｉｌａｓｈ‘ｓ　Ｉｎｐｕｔ－Ｉｎｔａｋｅ－Ｏｕｔｐut－Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｌａｎｇuａｇｅ　Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎａｌ Model　という「第二言語指導モデル」として登場しました。





Assessment　（評価）という用語が登場。それまでは、評価


と言えばＥｖａｌｕａｔｉｏｎ一辺倒でしたが、Assessmentは、時間ごとやスモールステップにおける小刻みな評価。一方、


Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎは、単元後の評価などを指しています（２００４）


単元終了後の　





Ｂ－ＳＬＩＭ　の変遷





ＡＥＥＮで学んできた


「Ｂ－ＳＬＩＭ」ですが、毎年のようにその姿を変えてきています。大きな変遷である5つの部分をまとめてみました。


様々な機会でＢ－ＳＬＩＭにふれることもあるかとは思いますが、用語の取り扱いは、正確にしたいものですね。
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